
徒
然
草
屏
風
の
研
究

「
熱
田
屏
風
」
と
「
上
杉
屏
風
」
を
中
心
に

、
島
内
裕
子
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江
戸
時
代
に
は
、
木
版
印
刷
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
作
品
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
中
で

も
徒
然
草
は
、
わ
か
り
や
す
く
教
訓
的
な
作
品
と
し
て
、
広
く
親
し
ま
れ
た
。
本
文
だ
け
の
も
の
か
ら
、

挿
絵
付
き
の
も
の
、
頭
注
付
き
の
も
の
、
詳
細
な
注
釈
書
な
ど
、
徒
然
草
は
さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル
で

刊
行
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
徒
然
草
は
文
学
作
品
と
し
て
読
ま
れ
た
だ
け
で
は
な
い
。
絵
巻
や
色

紙
や
屏
風
に
描
か
れ
て
、
美
術
品
・
調
度
品
と
し
て
も
鑑
賞
さ
れ
た
。

　
本
稿
で
は
、
描
か
れ
た
徒
然
草
の
中
か
ら
、
熱
田
神
宮
献
納
・
伝
住
吉
如
漁
業
「
徒
然
草
図
屏
風
」

と
、
米
沢
市
上
杉
博
物
館
蔵
「
徒
然
草
図
屏
風
」
の
二
点
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
た
び
、
詳
細
に
現
物

調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
描
か
れ
た
章
段
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
前
者
は
徒
然
草
か
ら
一
連

の
仁
和
寺
章
段
を
遅
き
出
し
て
描
い
た
屏
風
、
後
者
は
徒
然
草
か
ら
二
十
八
場
面
を
描
い
た
屏
風
で
あ

る
。　

こ
の
調
査
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
屏
風
の
抽
出
章
段
の
特
徴
や
、
図
柄
の
描
き
方
の
特
徴
、
屏

風
の
制
作
目
的
な
ど
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
た
。
さ
ら
に
、
絵
巻
や
色
紙
に
描
か
れ
る
場
合
と
の
違

い
を
通
し
て
、
徒
然
草
が
屏
風
に
描
か
れ
る
こ
と
の
意
味
と
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。

は
じ
め
に

　
文
学
作
品
が
描
か
れ
、
美
術
品
・
工
芸
品
と
し
て
鑑
賞
さ
れ
て
き
た
の
は
『
伊
勢
物
語
』
と

『
源
氏
物
語
』
を
双
壁
と
す
る
。
そ
れ
ら
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
実
作
例
は
数
知
れ
な
い
。
華
や

か
な
王
朝
文
化
を
代
表
す
る
『
伊
勢
物
語
』
や
『
源
氏
物
語
』
は
ま
こ
と
に
絵
画
化
す
る
に
ふ

さ
わ
し
い
作
品
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
ら
に
比
べ
る
と
徒
然
草
は
、
著
者
で
あ
る
兼
好
の
思
索
の

軌
跡
を
記
す
こ
と
が
中
心
に
な
っ
て
お
り
、
絵
画
化
に
そ
れ
ほ
ど
適
し
た
作
品
と
は
言
え
な
い
。

し
た
が
っ
て
描
か
れ
た
作
品
数
も
格
段
に
少
な
く
、
そ
の
存
在
は
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
。

　
そ
れ
で
も
、
展
覧
会
の
カ
タ
ロ
グ
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
り
、
美
術
研
究
者
に
よ
る
論
考
の
中

で
徒
然
草
を
描
い
た
絵
巻
や
画
帖
や
屏
風
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
ら
の
記
述
の
中
に
は
、
徒
然
草
研
究
者
の
目
か
ら
見
て
、
章
段
特
定
が
不
正
確
で
あ
っ
た

り
、
徒
然
草
の
内
容
に
対
す
る
理
解
が
不
十
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
描
か
れ
た

徒
然
草
の
研
究
は
、
端
緒
に
就
い
た
ば
か
り
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
わ
た
く
し
は
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
、
文
学
作
品
と
し
て
の
徒
然
草
研
究
を
続
け
て
き
た
が
、

こ
こ
数
年
、
絵
画
に
描
か
れ
た
徒
然
草
も
視
野
に
入
れ
た
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
最
初
の

論
考
と
し
て
、
『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
第
二
十
二
号
（
二
〇
〇
四
年
）
に
「
描
か
れ
た
徒
然

草
」
を
発
表
し
た
。
な
お
、
以
下
本
稿
に
お
い
て
「
前
髪
」
と
言
う
場
合
、
す
べ
て
こ
の
論
文

を
指
す
。
改
稿
で
は
、
「
源
氏
絵
」
「
伊
勢
絵
」
と
い
う
呼
称
に
倣
っ
て
、
徒
然
草
を
描
い
た

絵
画
作
品
を
「
徒
然
絵
」
と
総
称
し
、
形
態
（
絵
巻
・
屏
風
・
画
帖
と
色
紙
）
ご
と
に
、
主
な

作
品
と
そ
の
先
行
研
究
を
概
観
し
た
。
そ
の
上
で
、
「
徒
然
絵
」
に
は
、
徒
然
草
の
注
釈
書
で

あ
る
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
東
北
大
学
附
属

図
書
館
蔵
の
徒
然
草
絵
巻
下
絵
を
現
物
調
査
し
て
紹
介
し
、
こ
れ
が
徒
然
草
第
百
三
十
七
段
を

描
い
た
作
品
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
論
文
で
は
詳
し
い
実
物
調
査
は
一
点
の

み
で
あ
り
、
さ
ら
に
調
査
を
続
け
る
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

　
本
稿
で
は
、
前
稿
を
踏
ま
え
て
、
熱
田
神
宮
献
納
・
伝
住
吉
如
慶
筆
「
徒
然
草
図
屏
風
」
と
、

米
沢
市
上
杉
博
物
館
蔵
「
徒
然
草
図
屏
風
」
の
二
点
の
屏
風
を
調
査
対
象
と
し
、
他
の
作
品
例

と
の
比
較
も
行
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
屏
風
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
徒
然
草
が
ど
の
よ
う

に
描
か
れ
て
い
る
か
を
考
察
し
た
い
。

熱
田
神
宮
献
納
・
伝
住
吉
如
慶
筆
「
徒
然
草
図
屏
風
」
に
描
か
れ
た
章
段

（
1
）
熱
田
神
宮
献
納
・
伝
住
吉
如
慶
筆
「
徒
然
草
図
屏
風
」
の
研
究
史

　
最
初
に
考
察
す
る
の
は
、
前
稿
で
も
簡
単
に
触
れ
た
屏
風
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
「
伝
住
吉

如
慶
筆
『
徒
然
草
屏
風
』
（
個
人
蔵
）
」
と
し
て
い
た
が
、
－
現
在
、
こ
の
屏
風
は
熱
田
神
宮
に

献
納
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
以
下
こ
の
屏
風
を
「
熱
田
屏
風
」
と
略
称
し
て
、

D
放
送
大
学
助
教
授
（
「
人
間
の
探
究
」
専
攻
）

放
送
大
学
研
究
年
報
　
第
二
十
三
号
（
二
〇
〇
五
）
（
十
丁
二
十
四
）
頁

｝
8
白
巴
○
坤
9
ご
巳
く
興
忽
け
く
○
津
9
＞
ぎ
2
0
●
塾
。
ω
（
じ
。
O
O
g
b
℃
・
H
｝
占
鼻
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考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
「
熱
田
屏
風
」
は
、
管
見
に
入
っ
た
限
り
、
こ
れ
ま
で
二
つ
の
展
覧
会
図
録
に
全
図
と
解
説

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
本
屏
風
に
言
及
す
る
論
文
も
あ
る
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
、

こ
の
屏
風
の
輪
郭
が
掴
め
る
。
従
来
の
研
究
を
押
さ
え
て
お
く
た
め
に
も
、
ま
た
、
今
回
の
現

物
調
査
に
よ
っ
て
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
っ
た
点
と
比
較
す
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究

に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
を
、
関
係
箇
所
を
中
心
に
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

①
『
江
戸
の
や
ま
と
絵
一
住
吉
如
慶
・
三
八
』
図
録
（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
二
九
八
五
年
）

　
　
徒
妖
…
＋
早
図
屏
風
　
　
　
　
よ
ハ
曲
一
双

　
　
伝
住
吉
如
卓
筆

　
　
紙
本
鳶
色
　
各
隻
　
八
二
・
○
×
二
六
五
・
四

　
　
　
『
徒
然
草
』
よ
り
第
四
十
七
「
或
人
清
水
へ
参
り
け
る
に
」
の
段
や
、
第
五
十
三
「
こ

　
　
れ
も
仁
和
寺
の
法
師
」
の
段
（
千
丈
）
、
第
五
十
四
「
御
室
に
い
み
じ
き
児
の
」
の
段

　
　
（
左
隻
）
な
ど
を
選
び
、
こ
れ
に
春
秋
の
季
節
感
を
盛
り
込
ん
で
一
双
に
仕
立
て
た
も
の
。

　
　
人
物
の
表
情
に
は
如
慶
風
が
か
な
り
濃
厚
だ
が
、
松
樹
の
下
枝
の
や
や
癖
の
強
い
表
現
は
、

　
　
他
の
如
慶
作
品
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
、
筆
者
の
判
定
に
は
な
お
検
討
を
要
す
る
だ
ろ

　
　
う
。
（
下
略
）

　
　
　
（
こ
の
図
録
の
二
入
頁
か
ら
二
九
頁
に
か
け
て
、
六
曲
一
双
の
全
図
、
お
よ
び
第
五
十

　
　
三
段
の
宴
会
の
場
面
の
拡
大
図
が
、
モ
ノ
ク
ロ
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
）

②
『
や
ま
と
絵
の
軌
跡
一
中
・
近
世
の
美
の
世
界
』
図
録
（
大
阪
市
立
美
術
館
・
一
九
九
四
年
）

　
　
徒
然
草
図
屏
風
　
　
六
曲
一
双

　
　
紙
本
着
色

　
　
各
隻
八
二
・
○
×
二
六
五
・
四

　
　
江
戸
時
代
　
十
七
世
紀

　
　
　
『
徒
然
草
』
か
ら
右
隻
に
「
駈
る
人
清
水
へ
参
り
け
る
に
」
（
第
四
十
七
段
）
、
「
こ
れ

　
　
も
仁
和
寺
の
法
師
」
（
第
五
十
三
段
）
、
左
隻
に
「
御
室
に
い
み
じ
き
児
」
（
第
五
十
四
段
）
、

　
　
「
人
の
田
を
論
ず
る
も
の
」
（
二
百
九
段
）
な
ど
数
場
面
を
山
や
霞
で
区
切
り
な
が
ら
描
く
。

　
　
落
款
印
章
は
無
い
が
、
そ
の
画
風
か
ら
、
住
吉
如
慶
の
作
に
帰
せ
ら
れ
る
。
（
下
略
）

　
　
　
（
こ
の
図
録
の
一
四
二
頁
か
ら
一
四
三
頁
に
か
け
て
、
六
曲
一
双
の
全
図
が
、
カ
ラ
ー

　
　
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
）

以
上
が
、
「
熱
田
屏
風
」
に
関
す
る
二
つ
の
図
録
解
説
の
、
中
心
を
な
す
記
述
で
あ
る
。
ど

ち
ら
も
絵
師
の
特
定
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、
住
吉
如
慶
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
の
二
つ
の
記
述
を
見
て
も
、
こ
の
屏
風
に
描
か
れ
た
徒
然
草
の
場
面
の
特
定
は
明
確
に
は
行

わ
れ
て
い
な
い
。
①
で
は
右
隻
に
「
第
四
十
七
段
と
第
五
十
三
段
」
、
左
隻
に
「
第
五
十
四
段

な
ど
」
と
す
る
。
一
方
、
②
で
は
左
隻
に
第
二
百
九
段
を
新
た
に
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
、

次
の
論
文
に
本
屏
風
の
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

③
松
原
茂
「
鍬
形
惹
斎
と
徒
然
草
屏
風
」
（
『
神
奈
川
芸
術
祭
特
別
展

本
』
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
・
一
九
八
六
年
）

徒
然
草
の
絵
巻
と
版

　
こ
の
論
文
は
、
題
名
の
ご
と
く
あ
く
ま
で
も
鍬
形
惹
斎
が
描
い
た
徒
然
草
の
屏
風
に
関
す
る

論
考
で
あ
る
が
、
他
の
作
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
中
で
、
本
屏
風
に
も
触
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
「
右
隻
は
第
五
三
段
」
と
し
た
上
で
、
「
数
場
面
を
異
時
同
図
法
に
描
く
」
と
あ

る
。
ま
た
、
「
丸
煮
は
つ
ぎ
の
五
四
段
」
と
し
た
上
で
、
「
仁
和
寺
の
景
観
な
ど
を
交
え
、
同

じ
く
数
場
面
に
描
く
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
現
物
調
査
で
は
、
ほ
ぼ
明
確
に
場
面
の
特
定
が
で
き
た
の
で
、
以
下
そ
の
こ
と
を
記

し
た
い
。
な
お
、
「
熱
田
屏
風
」
は
、
献
納
さ
れ
る
以
前
の
時
期
に
、
す
で
に
今
掲
げ
た
二
つ

の
図
録
お
よ
び
松
原
論
文
に
写
真
版
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
改
め
て
図
版
掲
載
す
る
こ

と
は
し
な
い
。

（
2
）
熱
田
神
宮
献
納
・
伝
住
吉
如
慶
筆
「
徒
然
草
図
屏
風
」
の
章
段
特
定

　
今
回
の
現
物
調
査
に
よ
り
、
詳
細
に
観
察
し
た
結
果
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
章
段
特
定
を
是

正
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
結
論
を
先
に
述
べ
れ
ば
、
「
熱
田
屏
風
」
は
、
徒
然
草
の
中

か
ら
連
続
す
る
三
つ
の
章
段
、
す
な
わ
ち
第
五
十
二
段
・
第
五
十
三
段
・
第
五
十
四
段
を
描
い

た
も
の
で
あ
り
、
従
来
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
こ
れ
以
外
の
第
四
十
七
段
や
第
二
百
九
段
は
、

描
か
れ
て
い
な
い
と
考
え
た
方
が
よ
い
。
先
に
紹
介
し
た
松
原
氏
の
解
説
を
含
め
て
、
先
行
研

究
す
べ
て
に
お
い
て
、
第
五
十
三
段
と
第
五
十
四
段
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
の
は
、
こ
の
両
段
が

ど
ち
ら
も
絵
画
化
に
適
す
る
内
容
で
あ
り
、
徒
然
草
本
文
と
本
屏
風
に
描
か
れ
た
絵
の
一
致
が
、

一
目
瞭
然
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
本
来
、
「
熱
田
屏
風
」
に
描
か
れ
て
い
な
い
第

四
十
七
段
や
第
二
百
九
段
ま
で
も
、
画
面
の
あ
る
部
分
に
当
て
嵌
め
ら
れ
て
き
た
の
は
、
確
か

に
徒
然
草
の
ど
の
段
に
あ
た
る
の
か
わ
か
り
に
く
い
場
面
が
こ
の
屏
風
に
あ
る
か
ら
で
あ
ろ

・
つ
。

　
し
か
し
、
描
か
れ
た
徒
然
草
を
研
究
し
て
い
る
途
上
で
、
徒
然
草
が
絵
画
化
さ
れ
る
場
合
は
、

必
ず
し
も
本
文
に
書
か
れ
て
い
な
い
情
景
な
ど
も
、
点
景
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
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ユ
　

が
、
次
第
に
判
明
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
「
熱
田
屏
風
」
に
描
か
れ
て

い
る
建
築
物
や
人
物
や
風
景
の
一
つ
一
つ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
徒
然
草
の
い
ず
れ
か
の
章
段
に
無
理

に
当
て
嵌
め
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
「
熱
田
屏
風
」
の
右
隻
か
ら
順
に
、
具
体
的
に
見
て
ゆ
こ
う
。
漸
落
は
、
徒
然
草
の
第
五
十
三

段
を
中
心
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
段
は
、
徒
然
草
の
中
で
も
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
展
開
を
持

つ
話
で
、
時
間
の
経
過
に
し
た
が
っ
て
、
三
つ
の
場
面
か
ら
な
る
。
仁
和
寺
で
の
宴
会
の
席
で
、

あ
る
法
師
が
興
に
乗
っ
て
鼎
を
被
っ
て
舞
っ
た
が
、
い
ざ
抜
こ
う
と
す
る
と
抜
け
な
く
な
っ
て

い
た
。
困
っ
て
医
師
の
所
に
行
く
が
、
医
師
も
匙
を
投
げ
る
。
し
か
た
な
く
仁
和
寺
に
帰
っ
て

き
て
、
思
い
切
っ
て
力
一
杯
鼎
を
引
き
抜
き
命
は
助
か
っ
た
が
、
長
く
患
っ
た
、
と
い
う
話
で

あ
る
。

　
本
屏
風
の
右
隻
第
一
扇
か
ら
第
三
扇
に
、
こ
の
話
の
第
一
場
面
、
す
な
わ
ち
仁
和
寺
で
の
宴

会
が
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。
徒
然
草
の
本
文
に
は
、
室
内
で
の
宴
会
の
様
子
し
か
書
か
れ
て

い
な
い
が
、
屏
風
に
は
、
点
在
す
る
仁
和
寺
の
他
の
建
物
も
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
門
の
外

に
は
牛
車
と
従
者
の
姿
も
描
か
れ
て
い
る
。
徒
然
草
の
本
文
に
は
、
「
満
座
興
に
入
る
こ
と
限

り
な
し
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
本
屏
風
に
は
招
か
れ
て
や
っ
て
来
た
貴
族
の
姿
も
見
え
る

の
で
、
そ
の
貴
族
の
牛
車
と
従
者
た
ち
も
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
徒
然
草
の
本
文
に
書
か
れ

て
い
な
い
こ
と
も
補
っ
て
描
い
て
い
る
。

　
第
五
十
三
段
の
酒
宴
の
場
面
は
、
絵
画
化
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
屏
風
の
大
き
な
特
徴

は
、
頭
に
被
っ
て
い
る
の
が
釜
型
の
鼎
で
は
な
く
、
五
徳
の
よ
う
な
鉄
輪
で
、
顔
が
見
え
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
描
き
方
は
ほ
と
ん
ど
例
を
見
ず
、
徒
然
草
の
本
文
に
「
打
ち
割

ら
ん
と
す
れ
ど
、
た
や
す
く
割
れ
ず
、
響
き
て
堪
へ
難
か
り
け
れ
ば
」
と
書
か
れ
て
い
る
情
景

に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
た
だ
し
、
斎
宮
歴
史
博
物
館
蔵
・
住
吉
具
慶
筆
「
徒
然
草
図
」
で
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
屏
風
と
同
様
の
五
徳
型
で
描
い
て
い
る
。
具
慶
は
如
慶
の
息
子
で
あ
る
。
「
熱
田
屏
風
」
が

伝
承
の
と
お
り
、
や
は
り
住
吉
如
慶
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
の
傍
証
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。
さ
ら
に
、
住
吉
如
妙
筆
と
さ
れ
る
「
徒
然
草
絵
巻
」
の
模
本
が
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫

に
あ
り
、
そ
こ
に
は
第
五
十
三
段
式
宴
会
場
面
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
や
は
り
僧
が
被
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

て
い
る
の
は
五
徳
型
の
鉄
輪
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
住
吉
如
慶
が
描
い
た
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
模
し
た
か

し
た
第
五
十
三
段
の
図
は
、
ど
れ
も
鼎
が
五
徳
型
の
鉄
輪
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な

ぜ
そ
の
よ
う
に
描
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
推
測
で
あ
る
が
、
如
慶
が
こ
こ
を
描
く
際
に
参

看
し
た
徒
然
草
の
本
文
に
よ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
徒
然
草
の
広
本
は
多
い
が
、
そ
の
中

に
確
か
に
「
鼎
（
か
な
へ
）
」
で
は
な
く
「
か
な
わ
（
鉄
輪
）
」
と
な
っ
て
い
る
本
が
見
出
せ

　
ゑる

。
「
か
な
へ
」
と
「
か
な
わ
」
は
、
平
仮
名
で
表
記
す
る
と
よ
く
似
て
い
る
の
で
、
「
か
な
わ
」

と
い
う
本
文
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
徒
然
草
に

は
っ
き
り
と
打
ち
破
ろ
う
と
し
て
も
割
れ
な
か
っ
た
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
鉄
輪
で
は
不
適
切
で

あ
る
。
け
れ
ど
も
、
如
慶
が
読
ん
だ
徒
然
草
が
「
か
な
わ
」
と
な
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
鉄

輪
の
絵
を
描
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
右
隻
の
第
五
扇
と
第
六
扇
は
、
建
物
は
描
か
れ
ず
、
樹
木
や
山
な
ど
の
風
景
が
描
か
れ
て
い

る
。
第
五
扇
に
杖
を
突
い
て
画
面
の
右
手
の
方
に
向
か
う
二
人
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
一

人
は
老
法
師
、
も
う
一
人
は
従
者
の
若
者
で
あ
る
。
こ
の
老
僧
は
、
第
五
十
二
段
に
登
場
す
る

徒
歩
で
石
清
水
八
幡
宮
に
参
詣
し
た
仁
和
寺
の
僧
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
文
に
は
「
仁
和
寺

に
あ
る
法
師
、
年
寄
る
ま
で
石
清
水
を
拝
ま
ざ
り
け
れ
ば
、
心
う
く
覚
え
て
、
あ
る
三
思
ひ
立

ち
て
、
た
だ
ひ
と
り
徒
歩
よ
り
詣
で
け
り
」
と
あ
る
。
「
た
だ
ひ
と
り
」
と
あ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
場
合
に
従
者
を
連
れ
て
い
る
の
は
、
言
わ
ず
も
が
な
で
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
本
屏
風
に
二

人
連
れ
で
あ
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
と
、
矛
盾
は
な
い
と
考
え
る
。

　
第
六
扇
に
は
、
鼎
を
被
っ
た
僧
が
二
人
に
連
れ
ら
れ
て
左
手
の
方
に
向
か
っ
て
歩
く
場
面
を

描
き
、
そ
の
周
り
に
二
人
の
子
ど
も
が
手
を
叩
い
て
角
し
立
て
、
二
人
の
男
が
怪
童
な
顔
で
見

守
る
。
こ
こ
は
本
文
の
「
京
な
る
医
師
の
が
り
率
て
行
き
け
る
、
道
す
が
ら
、
人
の
怪
し
み
見

る
こ
と
限
り
な
し
」
を
踏
ま
え
て
描
か
れ
て
い
る
。

　
右
隻
全
体
の
季
節
は
や
や
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
第
二
扇
に
赤
い
花
が
咲
い
て
い
る
木
が
見
え

る
。
そ
れ
に
対
し
て
左
隻
は
、
全
体
に
大
振
り
な
紅
葉
が
描
か
れ
秋
の
季
節
感
が
濃
厚
で
あ
る
。

次
に
盲
亀
を
見
て
ゆ
こ
う
。
第
一
扇
か
ら
第
四
扇
ま
で
は
、
大
き
く
第
五
十
四
段
を
描
く
。
こ

の
段
は
、
仁
和
寺
の
法
師
た
ち
が
稚
児
を
誘
い
出
そ
う
と
し
て
、
「
風
流
の
破
子
や
う
の
も
の
、

ね
ん
ご
ろ
に
営
み
出
で
て
、
箱
風
情
の
も
の
に
し
た
た
め
入
れ
て
、
双
の
岡
の
便
よ
き
所
に
埋

み
置
き
て
、
紅
葉
散
ら
し
か
け
」
て
お
い
た
。
つ
ま
り
、
重
箱
の
よ
う
な
容
器
に
い
ろ
い
ろ
な

食
べ
物
を
入
れ
て
、
地
中
に
隠
し
て
お
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
を
見
て
い
た
者
が
、

盗
み
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
い
ざ
掘
り
出
し
て
食
べ
よ
う
と
し
て
も
出
て
こ
ず
、
喧
嘩
に
な

っ
て
帰
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
場
面
だ
け
で
も
僧
俗
合
わ
せ
て
二
十
数
人
の

人
物
が
描
か
れ
て
お
り
、
周
囲
の
山
や
川
な
ど
も
ゆ
っ
た
り
と
大
振
り
で
、
広
々
と
し
た
美
し

い
秋
の
郊
外
の
絵
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
遅
緩
第
二
扇
の
上
部
に
、
右
手
の
方
に
向
か
っ
て
、
二
人

の
男
が
顔
を
見
合
わ
せ
な
が
ら
、
重
箱
と
桶
の
よ
う
な
も
の
を
担
い
で
去
っ
て
ゆ
く
絵
が
描
か

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
人
物
た
ち
こ
そ
は
、
徒
然
草
本
文
に
「
埋
み
け
る
を
人
の
見
置

き
て
、
御
所
へ
参
り
た
る
間
に
盗
め
る
な
り
け
り
」
と
あ
る
箇
所
を
絵
画
化
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
先
に
紹
介
し
た
②
の
解
説
で
第
二
百
九
段
が
描
か
れ
て
い
る
と
し
た
の
は
、
こ
れ
を
見
誤

っ
て
、
「
道
す
が
ら
の
田
を
さ
へ
刈
り
も
て
行
く
を
」
の
部
分
と
考
え
た
の
で
は
な
い
か
。
し
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か
し
、
男
た
ち
が
担
い
で
い
る
の
は
、
刈
り
取
っ
た
稲
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
第
五
扇
に
は
門
外
に
二
頭
の
馬
と
五
人
の
武
士
、
門
内
に
一
人
の
武
士
が
描
か
れ
て
い
る
。

第
六
扇
に
は
建
物
の
一
部
と
左
端
に
寺
の
塔
が
見
え
る
。
こ
の
場
面
は
石
清
水
八
幡
宮
を
描
い

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
武
士
た
ち
が
武
運
を
願
っ
て
参
詣
す
る
光
景
と
考
え
た
い
。
ち
な
み
に
、

挿
絵
付
き
の
徒
然
草
注
釈
書
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
第
五
十
二
段
の
挿
絵
は
、
一
人
の
僧
が
描
か

れ
て
い
る
が
、
建
物
や
塔
の
描
き
方
は
本
屏
風
の
第
六
扇
と
よ
く
似
て
お
り
、
そ
の
こ
と
か
ら

も
第
六
扇
の
絵
は
、
石
清
水
八
幡
で
あ
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

（
3
）
熱
田
神
宮
献
納
・
伝
住
吉
如
慶
筆
「
徒
然
草
堂
屏
風
」
の
特
徴
と
制
作
意
図

　
以
上
の
考
察
に
よ
り
「
熱
田
屏
風
」
は
、
一
連
の
仁
和
寺
章
段
を
、
実
に
見
事
に
一
双
に
描

い
た
屏
風
で
あ
る
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。

　
こ
の
屏
風
は
、
住
吉
如
慶
が
描
い
た
も
の
で
あ
る
と
の
伝
承
が
あ
る
が
、
全
体
に
大
和
絵
風

の
美
し
い
描
き
方
で
、
緑
な
す
山
々
が
な
だ
ら
か
に
連
な
り
、
構
図
も
ゆ
っ
た
り
と
取
っ
て
あ

る
。
六
曲
一
双
の
画
面
に
、
三
つ
の
章
段
だ
け
を
描
く
と
い
う
手
法
が
功
を
奏
し
て
い
る
。
も

し
こ
の
「
熱
田
屏
風
」
が
伝
承
の
通
り
住
吉
如
慶
の
作
品
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
彼
の
生
没
年

（一

ﾜ
九
八
～
一
六
七
〇
）
か
ら
見
て
、
こ
の
時
期
は
徒
然
草
が
盛
ん
に
読
ま
れ
る
よ
う
に
な

る
初
期
に
属
す
る
。
徒
然
草
が
現
在
の
よ
う
に
、
序
段
・
第
一
段
・
第
二
段
と
短
く
章
段
に
区

切
っ
て
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
六

五
二
年
に
は
挿
絵
付
き
の
徒
然
草
注
釈
書
『
な
ぐ
さ
み
草
』
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
徒
然
草
の

絵
画
化
も
こ
の
よ
う
な
動
き
に
連
動
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
如
慶
の
活
躍
時
期
は
ま
さ
に
こ

の
よ
う
な
時
代
だ
っ
た
。
絵
画
化
さ
れ
た
徒
然
草
は
、
絵
巻
・
屏
風
・
色
紙
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

あ
り
、
ま
た
狩
野
派
・
土
佐
派
・
住
吉
派
な
ど
主
な
流
派
す
べ
て
が
描
い
て
い
る
が
、
こ
の
屏

風
が
住
吉
如
慶
だ
と
す
れ
ば
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
描
か
れ
た
徒
然
草
の
作
品
の
中
で
も
最
も

古
い
時
期
に
属
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
徒
然
草
を
屏
風
に
描
く
に
あ
た
っ
て
、
仁
和
寺
章
段
が
、
し
か
も
連
続
す
る
三

段
す
べ
て
が
描
か
れ
た
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
説
話
的
な
面
白
い
段
は
、
現

在
で
こ
そ
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
り
し
て
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
徒
然
草
の
享
受
史
か
ら
言

う
な
ら
ば
、
徒
然
草
が
次
第
に
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
流
布
し
始
め
た
室
町
時
代
に
は
、
説

話
的
な
章
段
に
人
々
の
興
味
が
注
が
れ
る
こ
と
は
ま
だ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
室
町
時
代
か
ら

江
戸
時
代
に
か
け
て
は
、
徒
然
草
と
言
え
ば
ま
ず
無
常
観
の
文
学
で
あ
り
、
当
時
の
連
歌
師
た

ち
は
、
自
分
た
ち
の
著
作
や
実
作
に
、
徒
然
草
の
中
か
ら
無
常
観
に
関
わ
る
部
分
を
こ
そ
引
用

す
れ
、
仁
和
寺
章
段
の
よ
う
な
説
話
的
な
箇
所
に
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
章
段
区
分
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
今
度
は
階
段
が
独
立
し

て
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
前
後
の
章
段
の
連
続
性
に
注
目
す
る
こ
と
は
少
な
く
な
る
。
か
ろ

う
じ
て
最
初
の
注
釈
書
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
で
は
、
第
五
十
四
段
の
注
に
「
以
上
三
段
ハ
、

皆
仁
和
寺
ノ
事
也
」
と
あ
る
が
、
た
と
え
ば
、
林
羅
山
に
よ
る
詳
細
な
注
釈
書
『
野
槌
』
で
は
、

前
後
の
関
連
性
に
触
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
「
熱
田
屏
風
」
は
二
つ
の
点
で
独
創
的
で
あ
る
。
一
つ

は
、
そ
れ
ま
で
関
心
が
低
か
っ
た
説
話
的
な
章
段
を
取
り
上
げ
て
描
い
た
こ
と
。
二
つ
は
、
章

段
区
分
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
同
じ
仁
和
寺
の
話
と
い
う
共
通
性
に
着
目
し
て
連
続
す
る
三
章
段

を
す
べ
て
描
い
た
こ
と
。
「
熱
田
屏
風
」
を
通
し
て
、
当
時
に
お
け
る
徒
然
草
の
一
つ
の
読
み

方
が
わ
か
る
点
で
、
美
術
の
分
野
を
超
え
て
、
本
屏
風
は
、
文
学
作
品
と
し
て
の
徒
然
草
研
究

に
と
っ
て
重
要
な
作
品
で
あ
る
と
言
え
る
。
江
戸
時
代
初
期
か
ら
早
く
も
説
話
的
な
章
段
に
関

心
が
集
ま
り
つ
つ
あ
り
、
ま
た
徒
然
草
の
本
文
研
究
の
面
か
ら
は
、
第
五
十
三
段
の
「
か
な
へ

（
鼎
）
」
の
異
同
に
「
か
な
わ
（
鉄
輪
ご
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

二
　
米
沢
市
上
杉
博
物
館
蔵
「
徒
然
草
図
屏
風
」
に
描
か
れ
た
章
段

　
米
沢
市
上
杉
博
物
館
に
は
、
六
曲
一
双
の
「
徒
然
草
図
屏
風
」
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

屏
風
は
、
平
成
十
五
年
十
一
月
入
日
か
ら
十
二
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

「
新
収
品
展
i
美
術
工
芸
の
優
品
」
に
お
い
て
公
開
さ
れ
た
が
、
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、

会
期
が
終
了
し
た
後
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
び
、
同
博
物
館
の
ご
厚
意
に
よ
り
熟
覧
の
許
可
を
い

た
だ
き
、
詳
し
く
実
物
を
調
査
し
、
資
料
掲
載
の
許
可
も
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
米
沢
市
上
杉
博
物
館
蔵
「
徒
然
草
図
屏
風
」
（
以
下
、
「
上
杉
屏
風
」
と
略
称
す
る
）
の
特

徴
は
、
徒
然
草
か
ら
三
十
近
い
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
、
管
見
で
は
、
こ
れ
ほ
ど
多
数

の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
徒
然
草
聖
屏
風
は
他
に
は
な
い
。
「
上
杉
屏
風
」
の
章
段
特
定
は
、

当
博
物
館
に
よ
っ
て
進
行
中
で
あ
る
が
、
こ
の
た
び
の
調
査
に
基
づ
き
、
本
稿
に
お
い
て
も
各

場
面
の
章
段
を
特
定
し
、
描
き
方
の
特
徴
を
考
察
し
た
い
。

　
な
お
、
「
上
杉
屏
風
」
が
誰
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
の
か
は
未
詳
で
あ
る
が
、
狩
野
派
を
学
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

だ
絵
師
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
大
き
さ
は
、
各
隻
、
縦
二
六
・
四
糎
、
横
二
七
一
・
五
糎
で

あ
る
。

　
「
上
杉
屏
風
」
は
、
基
本
的
に
各
扇
を
、
上
・
中
・
下
の
三
つ
の
ス
ペ
ー
ス
に
分
け
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
部
分
に
場
面
を
描
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
叢
濃
十
八
の
ス
ペ
ー
ス
、
合
計
三
十

六
ス
ペ
ー
ス
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
に
は
縦
に
二
つ
分
、
あ
る
い
は
横
に
二
つ
分
の
ス
ペ

ー
ス
を
使
っ
て
描
い
て
い
る
場
面
も
あ
り
、
描
か
れ
て
い
る
場
面
は
各
隻
十
四
場
面
ず
つ
、
合

計
二
十
八
場
面
で
あ
る
。
絵
と
絵
の
問
は
、
夏
雲
で
覆
わ
れ
て
い
る
（
図
版
1
・
図
版
2
）
。
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以
下
の
記
述
で
は
、
霊
夢
・
第
＝
扇
・
上
か
ら
順
に
通
し
番
号
を
付
し
、
徒
然
草
の
章
段
と

描
か
れ
て
い
る
図
柄
を
説
明
し
、
考
察
を
加
え
て
ゆ
き
た
い
。
考
察
で
は
、
前
稿
で
得
た
一
つ

の
結
論
で
あ
る
「
徒
然
草
の
絵
画
化
に
は
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
の
影
響
が
強
く
見
ら
れ

る
」
と
い
う
こ
と
に
鑑
み
て
、
適
宜
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
と
の
関
連
性
に
も
触
れ
た
い
。

（
1
）
右
隻
各
場
面
の
章
段
特
定
と
図
柄
の
考
察

①
第
一
扇
・
上
：
…
《
序
段
】

　
こ
の
場
面
は
、
明
ら
か
に
徒
然
草
の
序
段
を
描
い
て
い
る
。
畳
敷
き
の
室
内
で
、
机
に
頬
杖

を
突
き
、
戸
外
を
眺
め
る
頭
巾
を
被
っ
た
姿
の
僧
侶
は
兼
好
で
あ
ろ
う
。
よ
く
見
る
と
、
頬
杖

を
つ
い
て
い
る
右
手
に
は
筆
を
持
っ
て
い
る
。
机
の
上
に
は
紙
と
硯
。
執
筆
中
の
姿
で
は
な
く
、

思
案
中
の
姿
で
、
容
貌
は
老
年
期
に
見
え
る
。
徒
然
草
の
本
文
に
は
茶
や
茶
道
具
の
こ
と
は
全

く
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
兼
好
と
思
し
き
人
物
の
背
後
の
板
敷
き
に
は
茶
釜
・
棄
・
柄
杓
な
ど

が
置
か
れ
、
違
い
棚
に
は
、
茶
笑
を
中
に
立
て
た
茶
碗
が
見
え
る
。
『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
、

筆
を
執
っ
て
執
筆
中
の
僧
の
姿
を
中
心
に
書
き
、
茶
道
具
な
ど
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
本
屏
風

の
こ
の
場
面
に
、
徒
然
草
序
段
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
箆
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
『
な

ぐ
さ
み
草
』
に
依
っ
た
か
（
図
版
3
）
。

②
第
一
扇
・
中
と
下
…
…
心
心
十
一
段
囲

　
こ
の
場
面
は
、
中
と
下
の
二
つ
の
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
て
、
草
庵
と
、
裏
庭
に
あ
る
周
囲
を
囲

っ
た
柑
子
の
木
と
、
そ
の
木
を
見
上
げ
る
一
人
の
僧
を
描
く
。
柑
子
の
木
の
右
手
に
は
背
の
高

い
松
が
描
か
れ
、
な
ぜ
か
そ
の
頂
上
に
は
雌
、
草
庵
の
屋
根
の
上
に
雄
の
鶏
が
止
ま
っ
て
い
る
。

松
の
木
と
鶏
は
徒
然
草
の
本
文
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
樹
上
と
屋
根
の
上
に
雌
雄
の
鶏
を
描

く
図
柄
は
、
あ
る
い
は
『
伊
勢
物
語
』
第
十
四
段
あ
る
い
は
第
五
十
三
段
を
借
り
て
、
点
景
と

し
た
か
。

③
第
二
扇
・
上
…
…
四
第
八
造
出

　
こ
の
場
面
は
、
川
で
洗
濯
を
す
る
女
を
眺
め
る
雲
上
の
久
米
の
仙
人
を
描
く
。
第
八
段
は
絵

画
化
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
こ
で
の
描
き
方
に
は
二
つ
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
一
つ
は
中

年
の
洗
濯
女
が
左
手
で
、
腰
の
近
く
ま
で
着
物
を
た
く
し
上
げ
て
い
る
点
。
『
な
ぐ
さ
み
草
』

で
は
、
ふ
く
ら
は
ぎ
が
見
え
る
程
度
で
あ
り
、
こ
こ
ま
で
大
胆
な
姿
は
珍
し
い
。
第
二
に
、

『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
洗
濯
女
は
一
人
描
か
れ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
も
う
一
人
、

洗
濯
を
終
え
た
若
い
女
を
一
人
配
し
て
い
る
こ
と
。
な
お
、
こ
の
段
が
絵
画
化
さ
れ
る
場
合
、

徒
然
草
の
本
文
で
「
久
米
の
仙
人
の
、
物
洗
ふ
女
の
脛
の
白
き
を
見
て
、
通
を
失
ひ
け
ん
」
と

あ
る
の
を
、
仙
人
が
墜
落
す
る
姿
で
描
く
こ
と
も
多
い
が
、
こ
こ
で
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
同

様
に
、
雲
の
上
に
立
っ
て
眺
め
る
姿
で
描
く
。

　
以
上
見
て
き
た
三
場
面
は
、
す
べ
て
山
里
の
情
景
と
し
て
描
く
が
、
以
下
の
三
場
面
は
、
貴

族
た
ち
の
生
活
が
描
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
図
柄
を
あ
る
程
度
ま
と
ま
り
を
つ
け
て
描
く
の

が
「
上
杉
屏
風
」
の
特
徴
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

④
第
二
扇
・
中
…
…
四
国
百
七
段
贈

　
こ
の
場
面
は
、
室
内
の
女
房
と
、
廊
下
で
対
座
す
る
貴
族
を
中
心
に
、
さ
ら
に
五
人
の
人
物

（
女
房
四
人
の
う
ち
室
内
に
二
人
・
廊
下
に
二
人
、
廊
下
に
従
者
一
人
）
を
配
す
。
人
数
も
多

く
、
松
を
描
い
た
襖
絵
な
ど
も
豪
華
で
あ
る
。
『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
室
内
に
女
房
導
入
と
対

座
す
る
貴
族
一
人
、
戸
外
に
牛
車
と
従
者
二
人
を
描
く
の
で
、
構
図
が
異
な
る
。

⑤
第
二
扇
・
下
…
…
四
第
十
段
】

　
こ
の
場
面
は
、
右
手
に
柴
垣
か
ら
覗
く
頭
巾
の
僧
侶
、
中
央
に
前
栽
、
左
手
に
室
内
か
ら
外

を
眺
め
る
貴
族
を
描
く
。
棚
に
花
を
挿
し
た
花
瓶
、
数
冊
積
み
重
ね
た
冊
子
な
ど
が
見
え
る
。

第
一
扇
の
下
部
が
第
十
一
段
で
あ
る
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
恐
ら
く
第
十
段
の
「
よ
き
人

の
、
の
ど
や
か
に
住
み
な
し
た
る
所
」
を
描
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
な
お
一
考
を
要
す
る
か
。

ち
な
み
に
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
は
第
十
段
の
挿
絵
は
、
な
い
。

⑥
第
三
扇
・
上
…
…
内
紫
四
十
段
鰯

　
こ
の
場
面
は
、
一
段
高
く
敷
か
れ
た
畳
の
上
で
、
豪
華
な
衣
装
の
若
い
女
性
が
、
漆
塗
り
と

思
わ
れ
る
立
派
な
菓
子
器
に
盛
ら
れ
た
剥
き
栗
を
一
つ
手
に
取
っ
て
い
る
姿
、
そ
の
右
に
四
人

の
女
房
・
女
童
を
描
く
。
若
い
女
性
が
栗
を
食
べ
て
い
る
絵
な
の
で
、
第
四
十
段
で
あ
る
こ
と

は
明
瞭
で
あ
る
。
栗
し
か
食
べ
な
い
娘
へ
の
求
婚
を
す
べ
て
断
っ
た
因
幡
国
の
入
道
の
話
は
、

徒
然
草
を
読
む
限
り
、
素
朴
で
や
や
鄙
び
た
印
象
を
受
け
る
が
、
本
屏
風
で
の
描
き
方
が
、
ま

る
で
『
源
氏
物
語
』
の
一
場
面
の
よ
う
な
華
麗
さ
で
あ
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
こ
の
場
面
に

端
的
に
表
れ
て
い
る
の
は
、
徒
然
草
の
本
文
か
ら
時
に
離
れ
て
、
王
朝
風
に
絵
画
化
す
る
志
向

で
あ
る
。
本
屏
風
一
双
の
全
体
像
を
遠
望
し
た
際
に
気
づ
か
さ
れ
る
の
は
、
徒
然
草
の
中
か
ら

王
朝
的
な
章
段
を
か
な
り
取
り
上
げ
て
絵
画
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
各
場
面
の
考
察
で
、
留
意
し
て
ゆ
き
た
い
。
な
お
、
第
三
扇
に
は
、
上
部
と
下
部
に

二
場
面
が
描
か
れ
て
お
り
、
中
間
部
に
は
絵
は
な
く
、
金
雲
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
（
図
版

4
）
。

　
『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
、
室
内
で
一
人
の
若
い
女
性
が
栗
を
食
べ
る
姿
を
描
き
、
他
に
人
物

は
い
な
い
。
棚
に
は
巻
物
と
冊
子
が
置
か
れ
て
お
り
、
彼
女
の
教
養
や
財
力
を
示
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
本
屏
風
の
よ
う
な
豪
華
さ
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

⑦
第
三
扇
・
下
…
…
一
巡
四
十
五
段
騒

　
こ
の
場
面
は
、
榎
木
僧
正
を
描
く
。
門
の
前
に
、
朱
の
法
衣
を
着
て
右
手
に
団
扇
、
左
手
に

杖
を
突
く
僧
が
、
斧
を
持
つ
男
に
指
示
し
、
そ
の
横
で
は
榎
木
の
幹
を
鋸
で
切
る
男
が
い
る
。
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『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
、
僧
正
は
杖
を
突
く
が
団
扇
は
手
に
せ
ず
、
榎
木
を
切
る
男
た
ち
は
三

人
で
あ
る
。
本
図
に
も
っ
と
も
近
い
の
は
、
管
見
に
入
っ
た
限
り
『
露
文
閣
古
書
資
料
目
録
』

（一

ｪ
三
号
、
平
成
十
五
年
）
掲
載
の
「
徒
然
草
図
屏
風
」
で
あ
る
（
図
版
5
）
。

⑧
第
四
扇
・
上
…
…
四
第
四
十
七
段
魍

　
こ
の
場
面
は
、
比
叡
山
で
稚
児
と
な
っ
て
い
る
養
君
を
心
配
し
て
、
「
く
さ
め
、
く
さ
め
」

と
唱
え
て
い
る
老
尼
の
話
で
あ
る
。
正
面
に
清
水
の
舞
台
、
そ
の
右
手
に
長
い
石
段
、
さ
ら
に

そ
の
右
手
に
三
筋
の
樋
か
ら
水
が
落
ち
る
御
手
洗
場
（
「
音
羽
の
滝
」
）
を
描
き
、
画
面
の
左
端

に
老
尼
が
振
り
返
っ
て
男
と
立
ち
話
す
る
姿
を
描
く
。
男
と
尼
の
位
置
が
逆
で
あ
る
以
外
は
、

ほ
ぼ
『
な
く
さ
み
草
』
と
同
じ
構
図
で
あ
る
。

⑨
第
四
扇
・
中
と
第
五
扇
・
中
－
…
《
第
四
十
一
段
囲

　
こ
の
場
面
は
、
第
四
扇
と
第
五
扇
の
中
段
ス
ペ
ー
ス
を
横
長
に
使
っ
て
、
賀
茂
の
競
べ
馬
を

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
描
き
出
す
。
し
か
も
見
物
人
も
老
若
男
女
・
僧
俗
含
め
て
三
十
人
余
り
い
る
。

『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
見
物
人
は
十
人
く
ら
い
し
か
い
な
い
の
と
比
べ
て
、
格
段
に
詳
し
い
。

本
屏
風
の
こ
の
絵
は
、
ま
る
で
絵
巻
物
に
描
か
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。

⑩
第
四
扇
・
下
…
…
中
置
百
九
段
M

　
こ
の
場
面
は
、
高
名
の
木
登
り
の
段
を
描
く
。
す
ら
り
と
し
た
高
い
松
の
木
の
真
ん
中
あ
た

り
に
い
る
男
と
、
右
手
に
杖
を
突
き
、
左
手
を
掲
げ
な
が
ら
、
気
を
付
け
て
下
り
る
よ
う
に
指

示
す
る
年
配
の
男
を
描
く
。
構
図
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
よ
く
似
て
い
る
。
こ
の
絵
の
す
ぐ
右

に
は
、
さ
き
に
取
り
上
げ
た
第
四
十
五
段
の
榎
木
僧
正
の
絵
が
位
置
し
て
い
る
。
「
上
杉
屏
風
」

の
特
徴
で
あ
る
似
た
内
容
の
図
柄
を
ひ
と
ま
と
ま
り
に
ま
と
め
る
描
き
方
が
、
こ
こ
で
も
見
ら

れ
る
（
図
版
6
）
。

⑪
第
五
扇
・
上
…
…
四
第
五
十
四
段
姻

　
こ
の
場
面
は
、
仁
和
寺
の
僧
侶
た
ち
が
、
稚
児
を
喜
ば
そ
う
と
し
て
埋
め
て
お
い
た
弁
当
箱

が
見
当
た
ら
ず
一
騒
動
起
き
た
話
を
描
く
。
八
人
の
僧
と
二
人
の
稚
児
を
ほ
ぼ
円
形
に
配
し
、

座
る
者
と
立
つ
者
、
く
つ
ろ
ぐ
者
、
話
し
合
う
者
、
笑
う
者
、
紅
葉
の
葉
を
か
き
分
け
て
食
物

を
入
れ
た
破
子
を
探
す
者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
姿
態
が
描
か
れ
、
表
情
や
仕
草
が
多
様
で
あ
る
。

こ
の
場
面
に
限
ら
ず
、
「
上
杉
屏
風
」
は
全
体
に
描
き
方
が
詳
し
く
、
人
物
の
表
情
も
豊
か
で
、

絵
師
の
力
量
を
感
じ
さ
せ
る
。
『
な
ぐ
さ
み
草
』
は
、
三
人
の
僧
と
一
人
の
稚
児
と
俗
人
の
男

が
一
人
の
合
計
五
人
で
、
表
情
や
仕
草
も
稚
拙
で
あ
る
。
な
お
、
第
五
扇
の
中
面
部
は
、
先
に

書
い
た
よ
う
に
賀
茂
の
競
べ
馬
で
あ
る
（
図
版
7
）
。

⑫
第
五
扇
・
下
、
お
よ
び
第
六
扇
・
下
…
…
四
第
五
十
三
段
冨

　
こ
の
場
面
は
、
第
五
扇
と
第
六
扇
の
下
部
の
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
て
、
仁
和
寺
の
宴
会
で
鼎
を

被
っ
て
踊
る
僧
と
、
そ
の
顛
末
を
描
く
。
『
な
ぐ
さ
み
草
』
が
簡
素
な
室
内
に
僕
た
ち
を
六
入

描
く
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
図
は
、
室
内
の
調
度
も
竜
虎
図
の
衝
立
や
床
の
間
の
立
花

な
ど
、
格
段
に
立
派
に
描
い
て
い
る
。
中
央
で
鼎
を
被
り
右
手
に
日
の
丸
の
扇
を
持
っ
て
踊
る

僧
、
そ
れ
を
見
て
面
白
が
る
肥
満
し
た
高
僧
は
、
両
脇
に
稚
児
を
侍
ら
せ
て
い
る
。
酒
を
注
ぐ

者
、
給
仕
を
す
る
僧
、
手
を
叩
い
て
喉
す
者
、
衝
立
の
前
で
泥
酔
す
る
僧
な
ど
、
十
数
人
が
描

か
れ
、
酒
宴
の
様
子
を
活
写
す
る
。
こ
の
図
は
先
述
し
た
「
熱
田
屏
風
」
の
酒
宴
と
か
な
り
似

た
雰
囲
気
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
鼎
は
釜
型
で
、
僧
の
頭
部
を
す
っ
ぽ
り
覆
っ
て
お
り
、
「
熱

田
屏
風
」
が
五
徳
型
で
頭
部
が
見
え
て
い
る
の
と
異
な
る
。
酒
宴
の
場
面
の
左
手
、
す
な
わ
ち

第
六
扇
の
下
部
に
な
る
が
、
そ
こ
に
は
、
鼎
が
抜
け
な
く
な
っ
た
僧
が
頭
部
を
隠
す
た
め
に
衣

を
被
り
、
年
配
の
三
人
に
付
き
添
わ
れ
て
左
手
の
方
に
歩
い
て
ゆ
く
姿
と
、
そ
れ
を
見
て
離
す

子
ど
も
二
人
が
さ
ら
に
そ
の
左
手
が
描
か
れ
る
。
こ
の
様
子
は
第
五
十
三
段
に
含
ま
れ
る
の
で
、

場
面
の
数
と
し
て
は
独
立
し
て
数
え
ず
、
第
五
扇
の
下
部
と
続
け
て
一
場
面
と
し
て
お
く
。
な

お
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
は
、
酒
宴
の
場
面
し
か
描
か
れ
な
い
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
熱

田
屏
風
」
に
は
二
人
に
付
き
添
わ
れ
て
左
手
の
方
に
向
か
う
鼎
被
り
の
僧
、
お
よ
び
そ
れ
を
見

て
難
ず
子
ど
も
二
人
が
描
か
れ
て
い
た
。
「
熱
田
屏
風
」
と
「
上
杉
屏
風
」
の
類
似
性
を
感
じ

さ
せ
る
。
ま
た
、
図
録
写
真
で
し
か
見
て
い
な
い
の
で
詳
し
い
と
こ
ろ
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、

先
に
⑦
で
触
れ
た
「
徒
然
草
図
屏
風
」
と
も
似
て
い
る
（
図
版
8
）
。

⑬
第
六
扇
・
上
…
…
四
恩
八
十
七
段
】

　
こ
の
場
面
は
、
酒
に
酔
っ
た
従
者
が
、
奈
良
法
師
に
行
き
会
っ
て
刀
を
振
り
回
し
た
の
で
、

懸
盤
坊
が
詫
び
る
姿
を
描
く
。
法
師
た
ち
の
出
で
立
ち
や
武
具
、
上
半
身
肌
脱
ぎ
に
な
っ
た
酔

漢
、
黒
毛
の
馬
な
ど
に
緊
迫
感
が
漂
い
、
人
々
の
表
情
も
細
か
く
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
画
面
で
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
一
団
の
人
々
の
上
部
に
、
四
人
の
男
が
、
右
下
の
方
を
窺

い
な
が
ら
、
桶
や
重
箱
の
よ
う
な
も
の
を
持
っ
て
左
手
の
方
に
急
い
で
い
る
姿
が
描
か
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
⑪
で
述
べ
た
第
五
十
四
段
に
関
わ
る
絵
で
、
僧
侶
た
ち

が
隠
し
た
弁
当
を
盗
み
出
し
た
男
た
ち
の
姿
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
盗
人
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』

に
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
先
に
考
察
し
た
「
熱
田
屏
風
」
に
も
、
弁
当
箱
を
探
す
人
々
を
尻

目
に
遠
く
を
逃
げ
て
ゆ
く
盗
人
の
姿
が
描
か
れ
て
い
た
。
こ
の
箇
所
以
外
に
、
後
述
す
る
⑮
に

も
「
上
杉
屏
風
」
と
「
熱
田
屏
風
」
の
類
似
点
が
あ
る
（
図
版
9
）
。

⑭
第
六
扇
・
中
…
…
四
十
四
十
八
段
】

　
こ
の
場
面
は
、
光
親
卿
が
衝
重
を
御
簾
の
中
に
差
し
入
れ
る
姿
を
描
く
。
わ
ざ
と
食
い
散
ら

し
た
食
器
を
御
簾
の
中
に
戻
す
の
が
有
職
に
か
な
う
と
し
て
、
後
鳥
羽
院
に
賞
賛
さ
れ
た
話
で

あ
る
。
構
図
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
ほ
同
じ
で
あ
る
が
、
本
図
で
は
、
御
簾
を
透
か
し
て
室
内

に
い
る
三
人
の
女
房
た
ち
の
姿
が
美
し
い
。
さ
ら
に
よ
く
見
る
と
、
彼
女
た
ち
の
表
情
は
嫌
悪

感
を
含
ん
だ
当
惑
顔
で
あ
り
、
細
緻
な
描
き
方
で
あ
る
。
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（
2
）
左
隻
各
場
面
の
章
段
特
定
と
図
柄
の
考
察

①
第
＝
扇
・
上
と
中
…
…
四
第
十
四
段
】

　
こ
の
場
面
は
、
「
和
歌
こ
そ
、
な
ほ
を
か
し
き
も
の
な
れ
。
あ
や
し
の
し
づ
・
山
が
つ
の
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

わ
ざ
も
、
言
ひ
出
で
つ
れ
ば
お
も
し
ろ
く
、
お
そ
ろ
し
き
猪
の
し
し
も
、
「
ふ
す
猪
の
床
」
と

言
へ
ば
、
や
さ
し
く
な
り
ぬ
」
の
部
分
を
絵
画
化
し
た
も
の
。
上
部
に
山
間
を
駆
け
る
二
頭
の

猪
を
描
き
、
そ
の
下
に
藁
葺
き
屋
根
の
家
で
糸
を
紡
ぐ
女
と
、
そ
れ
を
横
目
に
見
な
が
ら
柴
を

運
ぶ
男
を
描
く
。
こ
の
構
図
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
よ
く
似
て
い
る
。

②
第
一
扇
・
下
…
－
《
第
六
十
段
】

　
こ
の
場
面
は
、
芋
頭
を
こ
よ
な
く
好
ん
だ
盛
親
僧
都
を
描
く
が
、
徒
然
草
本
文
に
は
書
か
れ

て
い
な
い
場
面
を
詳
し
く
描
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
も
あ
り
、
ま
た
面
白
さ
も
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
徒
然
草
の
本
文
で
は
、
芋
頭
を
川
で
洗
い
、
そ
れ
を
運
び
、
台
所
で
大
風
に
盛
り
上
げ

て
煮
て
、
煮
上
が
っ
た
芋
頭
を
煽
い
で
冷
ま
し
、
出
来
上
が
っ
た
煮
魚
を
盛
親
僧
都
の
部
屋
ま

で
運
ぶ
、
と
い
う
一
連
の
動
き
は
、
文
章
の
ど
こ
に
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
の
よ

う
な
様
子
が
逐
一
描
か
れ
て
い
る
の
が
、
本
図
で
あ
る
。
本
屏
風
の
中
で
も
、
徒
然
草
の
内
容

を
敷
街
し
て
、
書
か
れ
ざ
る
場
面
ま
で
も
絵
画
化
し
て
い
る
度
合
い
が
も
っ
と
も
高
い
の
が
、

こ
の
箇
所
で
あ
る
。
特
に
時
間
の
経
過
に
沿
っ
て
、
芋
頭
の
煮
物
が
出
来
上
が
る
様
子
は
、
ま

る
で
絵
巻
物
を
見
る
よ
う
で
あ
る
。
右
体
第
五
・
第
六
扇
の
下
部
に
描
か
れ
て
い
た
鼎
被
り
の

顛
末
も
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
描
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
も
絵
巻
的
な
描
き
方
で
あ
っ
た
。
な

お
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
、
徒
然
草
本
文
の
「
談
義
の
座
に
て
も
、
大
き
な
る
鉢
に
う
つ
高

く
盛
り
て
、
膝
元
に
置
き
つ
つ
、
食
ひ
な
が
ら
、
文
を
も
読
み
け
り
」
を
そ
の
ま
ま
絵
画
化
し

て
お
り
、
芋
頭
を
洗
っ
た
り
、
調
理
す
る
様
子
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
本
屏
風
の
描
き
方
と
比

較
す
る
と
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
が
、
色
紙
絵
的
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
。
管
見
に
入
っ
た
徒
然
草
図
屏
風
の
中
で
、
本
図
に
最
も
近
い
の
は
、
⑦
で
言
及
し
た

『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
』
（
一
八
三
号
、
平
成
十
五
年
）
収
載
の
「
徒
然
素
図
屏
風
」
で
あ
る

が
、
「
上
杉
屏
風
」
の
方
が
、
さ
ら
に
精
緻
で
あ
る
（
図
版
1
0
）
。

③
第
二
扇
・
上
と
第
三
扇
・
上
…
…
四
第
百
四
段
】

　
こ
の
場
面
は
、
貴
族
の
男
が
、
久
し
ぶ
り
に
女
性
の
家
を
訪
ね
て
招
き
入
れ
ら
れ
る
所
を
描

く
。
門
の
外
に
は
、
牛
車
と
従
者
が
五
人
、
門
の
中
に
男
が
立
ち
、
女
主
人
に
仕
え
る
女
が
腰

を
少
し
屈
め
て
、
右
手
で
建
物
を
指
し
て
誘
う
。
半
分
開
い
た
障
子
か
ら
女
主
人
の
着
物
の
裾

が
少
し
見
え
、
白
黒
の
斑
犬
が
男
に
吠
え
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
構
図
は
、
徒
然
草
の

本
文
に
あ
る
「
犬
の
こ
と
ご
と
し
く
と
が
む
れ
ば
、
下
衆
女
の
出
で
て
、
い
つ
く
よ
り
ぞ
、
と

言
ふ
に
、
や
が
て
案
内
せ
さ
せ
て
、
入
り
給
ひ
ぬ
」
を
絵
画
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
な
ぐ
さ

み
草
』
の
挿
絵
は
、
本
屏
風
と
構
図
が
反
転
し
て
い
る
点
、
従
者
は
二
人
で
あ
る
点
、
女
主
人

の
姿
は
全
く
見
え
な
い
点
な
ど
違
い
も
あ
る
が
、
全
体
的
に
は
、
似
て
い
る
と
言
え
よ
う
（
図

版
1
1
）
。

④
第
二
扇
・
中
…
…
四
第
八
十
九
段
】

　
こ
の
場
面
は
、
飼
い
犬
を
猫
又
と
勘
違
い
し
て
、
川
に
落
ち
た
連
歌
師
を
描
く
。
『
な
ぐ
さ

み
草
』
の
挿
絵
と
構
図
が
似
て
い
る
。
③
の
第
百
四
段
に
犬
が
描
か
れ
、
こ
こ
で
も
犬
が
出
て

来
る
。
「
上
杉
屏
風
」
の
特
徴
で
あ
る
似
た
場
面
を
連
続
さ
せ
る
と
い
う
手
法
が
こ
こ
に
も
表

れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
第
二
扇
の
中
部
と
、
斜
め
上
に
あ
た
る
第
三
扇
の
上
部
に
犬
が
描
か

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
場
面
の
犬
は
茶
色
で
あ
る
。

⑤
第
二
扇
・
下
…
…
四
第
百
六
段
】

　
こ
の
場
面
は
、
白
蔓
上
人
の
馬
が
、
細
道
で
女
が
乗
っ
た
馬
と
す
れ
違
い
ざ
ま
に
堀
に
落
と

さ
れ
た
話
を
描
く
。
④
も
連
歌
師
が
川
に
落
ち
る
話
で
あ
り
、
こ
こ
も
似
た
内
容
の
段
が
ひ
と

ま
と
ま
り
に
描
か
れ
る
と
い
う
「
上
杉
屏
風
」
の
特
徴
が
出
て
い
る
。
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
構

図
は
似
る
が
、
本
図
で
は
女
が
、
上
人
の
怒
り
の
言
葉
を
聞
い
て
振
り
返
っ
て
い
る
。

⑥
第
三
扇
・
中
と
下
…
…
四
脚
五
十
一
段
】

　
こ
の
場
面
は
、
中
部
に
水
車
が
廻
る
様
子
、
下
部
に
水
が
引
き
入
れ
ら
れ
て
庭
園
に
滝
が
流

れ
る
様
子
を
描
く
。
亀
山
殿
の
御
池
に
、
大
井
川
の
水
を
引
き
入
れ
る
た
め
に
水
車
を
廻
ら
す

に
あ
た
り
、
地
元
の
住
入
は
失
敗
し
た
が
、
宇
治
の
住
人
に
造
ら
せ
た
ら
成
功
し
た
話
で
あ
る
。

『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
、
庭
に
滝
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
本
図
と
類
似
の
構
図
と
し
て
は
、
斎
．

宮
歴
史
博
物
館
蔵
・
住
吉
老
鴬
筆
「
徒
然
草
図
」
が
あ
る
。

⑦
第
三
扇
・
上
と
第
四
扇
・
上
…
…
二
塁
百
七
十
七
段
M

　
こ
の
場
面
は
、
二
つ
分
の
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
て
、
横
長
に
蹴
鞠
を
す
る
四
人
と
、
室
内
で
そ

れ
を
鑑
賞
す
る
鎌
倉
中
書
王
盗
品
親
王
、
そ
し
て
十
一
人
の
見
物
人
を
描
く
。
雨
後
の
庭
に
鋸

の
屑
を
敷
い
て
、
蹴
鞠
を
開
催
し
た
と
徒
然
草
の
本
文
に
は
あ
る
。
本
屏
風
の
他
の
場
面
の
地

面
と
比
べ
て
や
や
白
茶
け
て
い
る
の
は
、
大
鋸
屑
が
敷
か
れ
て
い
る
こ
と
を
描
い
た
の
か
。
鎌

倉
で
の
出
来
事
だ
が
、
画
面
に
は
優
美
な
雰
囲
気
が
漂
う
。
図
柄
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
よ
く

似
る
が
、
見
物
人
の
人
数
が
『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
四
人
で
あ
り
、
ま
た
構
図
が
反
転
し
て
い

る
。

⑧
第
四
扇
・
下
…
…
四
二
百
三
十
段
】

　
こ
の
場
面
は
、
貴
族
た
ち
が
碁
を
打
っ
て
い
る
所
を
、
御
簾
越
し
に
狐
が
覗
く
話
を
描
く
。

『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
ほ
ぼ
同
じ
構
図
で
あ
る
。
た
だ
し
、
狐
は
頭
部
は
狐
の
ま
ま
で
冠
を
着
け
、

狩
衣
姿
で
あ
る
。
『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
の
狐
は
、
狐
の
姿
の
ま
ま
で
御
簾
の
間
か
ら
室
内
を
覗

い
て
い
る
。

⑨
第
五
扇
・
上
…
…
四
品
二
百
二
十
五
段
】
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こ
の
場
面
は
、
正
面
中
央
に
鳥
帽
子
を
被
っ
た
男
装
の
白
拍
子
、
そ
の
左
手
に
床
の
間
を
背

に
白
い
法
衣
の
入
物
を
描
く
。
彼
が
後
鳥
羽
院
と
す
れ
ば
、
徒
然
草
の
本
文
に
よ
り
、
白
拍
子

は
亀
菊
か
。
後
鳥
羽
院
の
横
に
、
男
性
が
一
人
控
え
る
。
手
前
で
見
物
す
る
老
若
二
人
の
女
は
、

磯
野
禅
師
と
娘
の
静
御
前
か
。
画
面
右
手
は
第
四
扇
の
上
部
に
も
広
が
り
、
笛
や
鼓
を
奏
で
る

人
々
や
見
物
す
る
男
な
ど
六
人
が
描
か
れ
る
。
襖
絵
や
床
の
間
な
ど
室
内
も
立
派
な
様
子
に
描

か
れ
て
い
る
。
『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
、
白
拍
子
と
見
物
す
る
男
性
三
人
の
み
。
調
度
品
な
ど

も
描
か
れ
ず
、
簡
素
な
画
面
で
あ
る
。

⑩
第
五
扇
・
中
…
…
四
第
百
七
十
一
段
楓

　
こ
の
場
面
は
、
本
屏
風
一
双
全
体
の
中
で
も
、
も
っ
と
も
華
や
か
に
描
か
れ
て
い
る
。
赤
い

房
が
付
い
た
襖
、
屏
風
、
竹
が
描
か
れ
た
金
色
の
襖
な
ど
、
豪
華
な
調
度
の
室
内
で
、
美
し
い

色
合
い
を
見
せ
る
襲
の
裳
裾
を
広
げ
て
、
長
い
黒
髪
を
背
後
に
垂
ら
し
た
女
性
た
ち
が
六
人
円

形
に
座
し
て
い
る
。
中
央
の
青
畳
の
上
に
は
白
い
蛤
が
散
ら
さ
れ
、
女
性
た
ち
の
目
は
、
貝
覆

の
貝
に
注
が
れ
て
い
る
。
右
手
に
は
二
人
の
女
性
が
茶
を
運
ん
で
く
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
美
し

く
華
や
か
な
王
朝
的
な
場
面
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
構
図
自
体
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
類
似

す
る
が
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
女
性
が
五
人
だ
け
で
、
室
内
も
簡
素
で
あ
る
。
合
計
八
人
を

描
く
本
図
は
格
段
に
精
緻
で
あ
る
（
図
版
1
2
）
。

⑪
第
五
扇
・
下
…
：
幽
第
百
二
十
一
段
M

　
こ
の
場
面
は
、
右
手
の
艦
の
中
に
鹿
・
熊
・
猪
、
そ
の
手
前
の
庭
に
は
、
羽
を
切
ら
れ
た
ら

し
い
鶴
三
羽
と
鴨
二
羽
、
台
と
廊
下
の
上
に
鳥
籠
が
二
つ
、
廊
下
の
鳥
籠
に
は
雑
ら
し
き
鳥
が

入
れ
ら
れ
て
お
り
、
庭
の
鶴
を
廊
下
か
ら
眺
め
る
狩
衣
姿
の
貴
族
と
二
人
の
従
者
を
描
く
。
動

物
を
飼
う
の
を
批
判
す
る
徒
然
草
の
本
文
に
沿
っ
て
、
「
走
る
獣
は
橿
に
こ
め
、
鎖
を
さ
さ
れ
、

飛
ぶ
鳥
は
翅
を
切
り
、
籠
に
入
れ
ら
れ
て
」
の
部
分
が
、
絵
画
化
さ
れ
て
い
る
。
『
な
ぐ
さ
み

草
』
は
も
っ
と
簡
略
で
あ
る
が
、
構
図
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

⑫
第
六
扇
・
上
…
…
四
第
百
七
十
八
段
】

　
こ
の
場
面
は
、
別
殿
の
行
幸
で
は
、
宝
剣
で
は
な
く
、
昼
御
座
の
御
剣
を
奉
持
す
る
の
で
あ

る
、
と
あ
る
女
房
が
御
簾
の
内
か
ら
教
え
て
い
る
。
宮
中
の
儀
式
に
関
わ
る
章
段
を
描
く
。

『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
は
、
こ
の
段
の
挿
絵
は
な
い
。

⑬
第
六
扇
・
中
…
…
四
第
百
九
十
一
段
魍

　
こ
の
場
面
は
、
障
子
が
開
い
て
室
内
が
見
え
、
化
粧
道
具
を
前
に
し
た
女
性
が
一
人
、
灯
火

の
も
と
で
、
左
手
に
鏡
を
持
ち
、
顔
を
映
し
て
い
る
。
鏡
面
に
は
は
っ
き
り
と
女
性
の
顔
が
描

か
れ
て
い
る
。
道
具
類
が
豪
華
で
あ
る
の
で
、
身
分
の
高
い
女
性
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
女
性

が
鏡
に
顔
を
映
す
こ
と
が
出
て
来
る
の
は
、
夜
が
持
つ
独
特
の
雰
囲
気
に
つ
い
て
書
い
た
第
百

九
十
一
段
で
あ
り
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
下
段
の
挿
絵
も
、
本
図
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
（
図
版

1
3
）
。

⑭
第
六
扇
・
下
－
…
《
第
百
三
十
四
段
贈

　
こ
の
場
面
は
、
室
内
で
僧
が
一
人
鏡
に
自
分
の
顔
を
映
し
て
お
り
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
第

百
三
十
四
段
の
挿
絵
と
よ
く
似
て
い
る
。
な
お
、
す
ぐ
上
に
描
か
れ
て
い
る
女
性
が
鏡
に
顔
を

映
す
図
と
一
対
と
も
言
う
べ
き
絵
に
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
「
上
杉
屏
風
」
の
特
徴
で
あ
る

類
似
構
図
の
絵
を
ひ
と
ま
と
ま
り
に
描
く
手
法
が
使
わ
れ
て
い
る
（
図
版
1
3
）
。

（
3
）
「
上
杉
屏
風
」
の
特
徴
と
制
作
意
図

　
「
上
杉
屏
風
」
に
描
か
れ
た
徒
然
草
の
章
段
を
特
定
し
た
。
田
圃
に
は
、
序
段
・
第
十
一

段
・
第
八
段
・
第
百
七
段
・
第
十
段
・
第
四
十
段
・
第
四
十
五
段
・
第
四
十
七
段
・
第
四
十
一

段
・
第
百
九
段
・
第
五
十
四
段
・
第
五
十
三
段
・
第
八
十
七
段
・
第
四
十
八
段
の
合
計
十
四
段

が
描
か
れ
て
い
た
。
ま
た
、
左
隻
に
は
、
第
十
四
段
階
第
六
十
段
・
第
百
四
段
・
第
八
十
九

段
・
第
百
六
段
・
百
七
十
七
段
・
第
五
十
一
段
・
第
二
百
三
十
段
・
第
二
百
二
十
五
段
・
第
百

七
十
一
段
・
第
百
二
十
一
段
・
第
百
七
十
八
段
・
第
百
九
十
一
段
・
第
百
三
十
四
段
の
合
計
十

四
段
が
描
か
れ
て
い
た
。
左
右
ど
ち
ら
も
十
四
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
抽
出
段
を
揃

え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
各
場
面
の
考
察
の
と
こ
ろ
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
一
語
を
上
中
下
に
分
け
て
、
多
く
の
場
面

を
描
い
て
い
る
の
が
「
上
杉
屏
風
」
の
第
一
の
特
徴
で
あ
り
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
場
面
を
描
い

た
徒
然
草
屏
風
を
他
に
知
ら
な
い
。
十
島
と
左
隻
に
描
か
れ
て
い
る
章
段
を
比
べ
て
み
よ
う
。

右
隻
に
は
徒
然
草
の
序
段
か
ら
百
余
段
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
左
隻
に
は
、

細
身
と
比
べ
て
徒
然
草
の
後
半
の
章
段
が
多
く
描
か
れ
て
い
る
。

　
本
屏
風
の
第
二
の
特
徴
は
、
人
物
聖
心
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
、
「
熱
田
屏
風
し
と
比
べ

そ
、
周
囲
の
風
景
を
描
く
こ
と
に
は
あ
ま
り
力
点
が
置
か
れ
て
い
な
い
。
人
物
は
多
人
数
で
、

生
気
に
満
ち
た
表
情
が
描
か
れ
、
女
性
た
ち
の
衣
装
は
華
麗
な
王
朝
時
代
の
雰
囲
気
を
醸
し
て

い
る
。
全
体
を
一
望
し
た
時
に
強
く
印
象
付
け
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
王
朝
的
な
場
面
の
多
さ
で

あ
り
、
そ
れ
が
他
の
徒
然
草
屏
風
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
厚
作
の
特
徴
で
あ
る
。

　
第
三
の
特
徴
は
、
徒
然
草
の
全
体
か
ら
多
く
の
章
段
を
順
不
同
に
抽
出
し
た
よ
う
に
見
え
な

が
ら
、
画
面
に
は
い
く
つ
か
の
類
似
す
る
場
面
の
グ
ル
ー
プ
が
見
て
取
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
本
屏
風
を
描
く
に
あ
た
り
、
か
な
り
徒
然
草
の
内
容
を
読
み
込
ん
だ
上
で
、
徒
然
草
の

中
か
ら
類
似
章
段
を
集
め
て
配
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
「
テ
ー
マ
読
み
」
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
し
か
も
、
僧
侶
・
俗
人
・
王
朝
風
な
ど
の
よ
う
に
、
徒
然
草
に
描
か
れ
て
い
る
三

つ
の
世
界
を
取
り
混
ぜ
て
お
り
、
画
面
全
体
の
構
成
が
多
彩
で
あ
る
。
他
の
徒
然
草
屏
風
の
場

合
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
多
彩
さ
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
僧
侶
が
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
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し
か
し
、
こ
の
「
上
杉
屏
風
」
に
描
か
れ
た
徒
然
草
の
多
彩
さ
こ
そ
、
文
学
作
品
と
し
て
の
徒

然
草
が
内
包
す
る
多
彩
さ
で
あ
り
、
王
朝
的
な
華
や
か
な
貴
族
世
界
・
武
士
の
世
界
・
庶
民
の

世
界
・
僧
侶
の
世
界
が
、
渾
然
と
な
っ
て
徒
然
草
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
を
、
一
露
瞭
然
に
知

ら
し
め
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
こ
こ
で
、
な
ぜ
本
屏
風
の
最
終
画
面
に
第
百
三
十
四
段
が
描
か
れ
て
い
る
の
か
を
考
察

し
、
合
わ
せ
て
「
上
杉
屏
風
」
の
制
作
意
図
を
推
測
し
て
み
た
い
。
こ
の
段
に
は
、
人
間
に
と

っ
て
一
番
大
切
な
の
は
己
を
知
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
段
を
も

っ
て
こ
の
屏
風
の
締
め
括
り
と
し
た
の
は
、
た
ん
に
無
作
為
に
抽
出
し
て
描
い
た
わ
け
で
は
あ

る
ま
い
。
こ
こ
に
こ
そ
、
徒
然
草
の
主
旨
を
見
出
し
、
そ
れ
を
絵
画
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
屏
風
を
見
る
者
に
、
己
を
知
る
大
切
さ
を
再
認
識
さ
せ
る
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
は
、
右
隻
の
上
部
に
描
か
れ
て
い
る
の
が
、
徒
然
草
の
序
段
で
あ
る
こ
と

と
も
関
わ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
屏
風
は
、
徒
然
草
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
が
書
か
れ
て

い
る
と
い
う
、
絵
画
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
り
、
徒
然
草
の
多
彩
な
内
容
の
全
貌
が
｝
目
で

わ
か
る
よ
う
に
、
あ
る
程
度
テ
ー
マ
ご
と
の
ゆ
る
や
か
な
グ
ル
ー
プ
分
け
を
し
て
描
き
、
そ
の

上
で
「
己
を
知
れ
」
と
い
う
徒
然
草
の
主
旨
を
読
み
取
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
形
で
描
い
た
と
考

え
た
い
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
「
熱
田
屏
風
」
と
「
上
杉
屏
風
」
の
二
作
品
を
取
り
上
げ
て
、
そ
こ
に
描
か
れ

て
い
る
徒
然
草
の
章
段
を
特
定
し
、
特
徴
を
考
察
し
た
。
最
後
に
、
屏
風
に
描
か
れ
る
こ
と
が
、

ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
つ
の
か
、
　
一
言
触
れ
て
お
こ
う
。

　
屏
風
の
特
徴
は
、
一
目
で
全
体
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
点
に
あ
る
。
し
か
も
、
色
紙
絵
的

に
あ
る
固
定
場
面
を
描
く
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
絵
巻
的
に
異
時
同
図
の
時
間
表
現
も
で
き
る
。

調
度
品
と
し
て
、
広
げ
て
飾
っ
て
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
。
絵
画
化
さ
れ
る
古
典
文
学
と
し
て

は
『
源
氏
物
語
』
と
『
伊
勢
物
語
』
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
「
上
杉
屏
風
」
に
見
ら
れ
た
よ
う

に
、
徒
然
草
を
描
く
こ
と
は
、
貴
族
・
武
士
・
僧
侶
・
庶
民
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
の
人
間

を
同
時
に
描
く
こ
と
を
可
能
と
す
る
。
滑
稽
な
説
話
的
な
場
面
も
あ
れ
ば
、
教
訓
的
な
場
面
も

あ
る
。
美
し
い
季
節
を
あ
ら
わ
す
場
面
や
王
朝
的
な
場
面
も
あ
る
。
画
面
の
多
彩
さ
と
い
う
点

で
は
、
決
し
て
『
源
氏
物
語
』
に
も
『
伊
勢
物
語
』
に
も
劣
ら
な
い
。
徒
然
草
を
絵
画
化
す
る

こ
と
、
特
に
屏
風
に
描
く
意
義
は
大
き
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
今
後

も
徒
然
草
を
描
い
た
屏
風
を
探
し
て
ゆ
く
な
ら
ば
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
作
品
が
あ
ち
こ
ち
に
眠

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
「
熱
田
屏
風
」
の
よ
う
に
、
一
連
の
仁
和
寺
章
段

を
描
い
た
屏
風
は
、
徒
然
草
の
説
話
的
享
受
の
実
例
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　
絵
画
に
描
か
れ
た
徒
然
草
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
文
学
作
品
と
し
て

の
徒
然
草
を
新
し
い
観
点
か
ら
も
う
一
度
読
み
直
し
、
捉
え
直
す
こ
と
に
も
繋
が
る
の
で
あ

る
。

注

（
ユ
）
前
稿
の
他
に
、
拙
著
『
兼
好
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
・
二
〇
〇
五
年
）
で
も
こ
の
点
に
つ
い
て
述

　
べ
た
。
ま
た
、
絵
画
化
で
は
な
い
が
、
広
瀬
淡
窓
が
詠
ん
だ
徒
然
草
に
関
す
る
漢
詩
に
も
、
本
文
に

　
な
い
情
景
が
出
て
来
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。

（
2
）
こ
の
絵
に
つ
い
て
は
、
注
1
拙
著
の
七
頁
に
図
版
を
掲
げ
た
。

（
3
）
『
兼
好
と
徒
然
草
』
図
録
（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
・
一
九
九
四
年
）
の
四
～
頁
参
照
。

（
4
）
高
乗
勲
著
『
徒
然
草
の
研
究
』
（
自
治
臼
報
社
・
昭
和
四
声
年
）
八
六
頁
参
照
。
宝
玲
文
庫
旧
蔵

　
本
に
は
「
か
な
わ
」
と
あ
る
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
5
）
平
成
十
五
年
十
一
月
の
「
新
収
品
展
一
美
術
工
芸
の
優
品
」
解
説
、
お
よ
び
主
任
学
芸
員
花
田

　
美
穂
氏
か
ら
の
ご
教
示
に
よ
る
。

四
付
記
M
　
本
研
究
に
あ
た
り
、
御
所
蔵
の
徒
然
草
図
屏
風
の
詳
し
い
調
査
を
許
可
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
、
熱
田
神
宮
宝
物
館
と
米
沢
市
上
杉
博
物
館
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
折
に
、
い
ろ
い

ろ
御
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
熱
田
神
宮
宝
物
館
学
芸
員
内
田
雅
之
氏
、
米
沢
市
上
杉
博
物
館
の
上
杉
季

雄
館
長
、
同
主
任
学
芸
員
花
田
美
穂
氏
・
同
学
芸
員
沖
田
友
紀
氏
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
米
沢
市
上
杉
市
博
物
館
よ
り
、
「
徒
然
草
図
屏
風
し
の
図
版
の
掲
載
を
許

可
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
十
七
年
十
一
月
四
日
受
理
）
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米沢市上杉博物館蔵「徒然草図屏風」

　　　　　　右　隻
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撚、・・麟叉

騨’】

麟・愛

（図版1）

欝磁麟羅
腰綱に描かれた章段



122　（21） 徒然草屏風の研究一「熱田屏風」と「上杉屏風」を中心に

米沢市上杉博物館蔵「徒然草図屏風」

　　　　　左隻

熱。

灘
難
麟
藻 露畿罐

・？ls　｛iig．，，，．ai）

鮒
鑑
時

ペ…3

（図版2）

左隻に描かれた章段
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（図版3）
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　（図版4）
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7）（図（図版8）

翻壽蕊総

図版9）



120　（23） 徒然草屏風の研究　　「熱田屏風」と「上杉屏風」を中心に

（図版11）

（図版10）
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A　study　of　the　folding　screens　of　Tsurezuregusa　（Essesys　M　ldleness）：

with　special　references　to　the　Atsuta　and　the　Uesugi　folding　screens

Yuko　SmMAucHI

A聾ST盈ACT

　　Tszere2〈wregzesa　was　widely　read　during　the　Edo　period　as　it　was　considered　to　be　a　classic　that　centaifled

easily　understandable　and　instructive　mora｝　lessons　te　maity．　As　a　result　it　became　the　subject　of　picture

scrol｝s，　shikishi　（square　of　heavy　decorative　paper　for　paixting　and　calligraphy）　and　folding　scyeens　and　was

eitjoyed　as　an　art　form．　The　study　of　TszsTexzeTegzLsa　as　works　of　art，　however，　has　yet　attracted　serious

consideration　from　modem　scholarship．

　　The　aim　of　this　paper　is　to　present　some　results　from　the　research　oR　two　folding　screeRs　of

Tszerexuregzesct　in　the　collections　of　the　Treasure　Repositoyy　of　the　Atsg£a　Shrige　and　of　the　Uesugi

Mtisetim　in　Yonezawa．　The　detailed　examiRations　of　these　screens　reveal　that　the　foriner　screen　depicts

three　chapters　from　Tsztre2zeregzasa　（Chapters　52，　53　and　54），　while　the　suibj　ects　of　the　iatter’s　pictures　are

ide簸tified　as　those丘om　altoge癒er　twenty　eight　chapters　in　TszeγegzLregzLsa．

　　Using　these　fiRdings　this　paper魚賛her　co簸siders　fo｝10wing　quesもio簸s二first，　what　were　the　cr童teria　of

selecting　these　chapters；　secondly，　whether　these　pictures　faithfully　fo｝lowed　the　original　texts；　thirdly，

what　were　ehe　purposes　of　prodgtcing　these　two　screefis；　aRd　lastly，　compared　with　contemporary　picture

scrO蕪s　a霊d　5傭編sん乞whaもwas旋e　dist拠ctive　slgnificaRce　of　pai航ing　on　f61ding　screens．


